
生活

青ネギ

明治になり、近代化が進むにつれ、化学染料が開発され藍がっかわれなくなった。

そこで、大原・宮本などの地域と協力して、人参・大根・ごぼう等の生産組合をつくり、岡山市農業協同組合の指導

調整により、安定した収入を得られるよう取り組んだ。

昭和５８年安定した高収入の青ネギ生産が計画され、その、生産組合を結成して農業収入の安定化をはかってい

る。

この、地域は、市街化調整区域である。

江戸時代御朱印外地(無税地)とされていた地域である。

新田村として開発した土地も、水面より高く砂地のため、水田は少なく、畑どころとして、野菜や麦作りや、牛の放

牧なども行われていた、江戸時代には染料の藍の生産が大きな収入源となっていた、また、川魚も盛んで、漉き水

の流れる明星川(現中原川)の鮎魚は有名であった。
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旧跡

御納涼跡

岡山藩主池田光政公が、休息と住民との会話のため、訪れた場所。

かんとうひ

甘棠碑

いちゆういちよたみのふぽたりきるなかれおるなかれのこされしかんとう

継政公は、自詠の和歌を碑に添えた。

「拂うなよ木の下陰の塵までもきみかむかしのあとをのこして」

梅樹「花香實」の分植

いあいうめのひ

「遺愛楳碑」建立

碑の詩の意訳

めでたき つちかい

めぐり ずいがく

主亡き木末も春回なば　　清輝有り氷霜蕊愕　　歳時の供物　　微臣忘れず

と あゆみ ゆたか

訪ね采る　　必ずその日有　　廟宇　　遺芳満ちて流る　　歩武を継ぎ後を裕にし

えきえき へんせき

子孫繁栄して奕々たり　祖公を仰ぐ二公の誠　ここに片石に刻し奉る

安永４年(１７７５年)　　継政公は、光政公ゆかりの西の丸にある梅の木「花香實」を接ぎ木して「中原の御涼
所」に植えさせ遺徳を偲ぶ。

これこの　　嘉　植木　　我が西園より移さる　　よく培いよく根づき

斯の原に　　枝のびやかなり　　君侯遊豫の御跡　　遺愛これに託せらる

「 一 遊 一 豫 民 父 母 勿 翦 勿 敗 餘 甘 棠 業 」

宝暦７年(１７５７年)　　継政公「中原の御涼所」を訪れ祖父光政公の遺徳を偲び、保全顕彰を決意し、藩学の教
授に作詞を命じ、市原清十郎の詞を採用

文化１４年(１８１７年)治政公は、祖先敬慕の志を受け継いで、「甘棠碑」近くに、万波俊誠に書かせた「遺愛
楳碑」を文政元年(１８１８年)に建立。
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給米の支給

明治の「御涼所」整備保存

整備計画で描かれた図

文久３年(１８６３年)　　茂政公、「御涼所」の掃除、梅の木「花香實」の手入れがよくできているとして、年間玄
米５俵を、中原の名主権四郎に与えられた。

明治１７年(１８８４年)　　中原村有志の発起により、発起者・賛成者による「御涼所保存趣意書」を備前地域
にまわし、９９円５０銭の寄付金を得て保存整備した。
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昭和の変遷

平成の「御涼所」整備保存

左  甘棠碑 右  遺愛楳碑

昭和２５年(１９５０年)　　池田家から「御涼所跡」を岡山県に寄贈史跡登録。

昭和３０年(１９５５年)　　史跡指定が解除され、以後、地元の、集会所・消防機庫・野菜の集出荷施設として利
用される。

平成２３年(２０１１年)　　岡山県郷土文化財団主体で「池田光政公御涼所」整備委員会を結成、約７００万円の
募金を得て整備、後世に引き継いだ。
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神社・仏閣

荒神社

祭神 素菱鳴尊 香具都智命

創建年代は不祥。昭和３５年(１９６０年)に本殿・拝殿を改修。

平成１９年(２００７年)　　本殿・拝殿を改修

境内 五角柱地神碑(天照大神・大己貴命・少彦名命・埴安姫命・倉稲魂命の神名)

石鉢 天保２年　　奉納

奉燈 安政３年　　奉納

お祭り 消防団員による獅子舞の奉納。

子供ダンジリ中心の秋祭り

お日待ち行事が、秋祭りの日に拝殿で行われる。
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小社・祠・石造物

上ノ原
お地蔵様 水神様　　牛神様　　奉燈

中ノ原
稲荷様　　お地藏様 水神様

下ノ原
お地蔵様 愛宕様

地蔵盆の行事が形を変えて引き継がれている。
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大師堂

潜水橋

下ノ原に、古くから、旅の安全と地域の安全と救済を祈って集う大師堂がある。
平成21年(2009年)改築されている。
敷地内には、道路改修などにより、地域内に祀られていた、お地蔵様等の石造物が集められ祀られている。

大師堂の東は、昔舟着き場、県道原原尾島線の、明星川(現在中原川)を渡るコンクリートの橋
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位置図
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